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本格的なデジタル活用が進むなか、人事部門においても人的資本経営を含む戦略の立案やエンプ
ロイーエクスペリエンス推進などが求められています。これらの意思決定および実行には、信頼
性の高いデータの活用が必要不可欠である反面、そのデータをうまくマネジメントできていない
ことが大きな課題といえます。KPMGは、HR領域においてデータを最大限に活用できるよう企業
のHRデータマネジメントの推進を支援します。

• 分析結果に基づくデータの活用
• 活用結果のモニタリング、分析方法の見直し、改善データ活用

デジタル人材育成

データガバナンス

データ収集・管理

データ分析

• 必要なデータの収集／新規作成
• ルール・形式に基づき一元管理

• データ集計
• 分析シナリオの設計・実証

• 人事戦略に即したデータ活用目的の設定と必要
データの紐づけ、および全体方針の策定

• データオーナーの決定と管理体制・ルールの設定

• データを効果的に分析・活用できる人材の育成

領域 概要

データ活用

データ分析

データ収集
・管理

データ
ガバナンス

デジタル人材育成

HRデータマネジメントモデル

HRデータマネジメントが重視される背景

従来のHRデータの活用範囲

人事業務 人的資本経営 経営ダッシュボード
など

昨今のHRデータの活用範囲

新たにHRデータの活用が求められている範囲

HRデータマネジメント推進支援

人的資本経営の実現に向けたデジタルHRへの変革

デジタル化や個人の価値観の多様化など環境変化が著し
いなか、持続的な企業成長に欠かせないものとして、経
営戦略と人事戦略を連動させた人的資本経営が注目され
ています。経営に資する人事戦略の策定や各種施策の実

行には、正確な根拠に基づいたHRデータの有効活用が
重要ですが、その基礎となるデータマネジメントが実践
できず、せっかくのデータをうまく活かせていない企業
が増えています。

HRデータマネジメントを推進するためには、不可欠な
要素を5つの領域に分類し、それぞれの方針を明確に定
義することが重要です。各領域を相互かつ密接に関連付

けることにより、高度なデータ活用を実現できます。
KPMGは、企業のニーズに合わせ、各社の人事戦略に基
づく方針策定やモデル設計を支援します。
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データマップ作成
• データの概要、種類、所在などの調査
• 現状のHRデータマップの作成

データオーナー設置
• HRデータマップに沿ったデータオーナー
の整理、決定

データ管理体制・ルール設定
• 担当者の設置や役割の定義
• 個人情報管理ルール、閲覧・更新権限ルール
などの設定

データ収集・活用ルール設定
• 情報公開／受け渡しルールなどの設定

データガバナンス

活用目的とデータの紐づけ
• データ活用目的に基づくデータ収集、管理方針の策定

データの管理方法が
確立されているか

共有すべきデータが
言語化されているか

データ収集・管理方針策定

活用目的、管理状況を踏まえた
最適なデータ管理方針を策定

人事給与
システム

定型データ

テキスト
データ

紙
ファイル

共有
フォルダ

タレント
マネジメント
システム

項目A

項目B

項目C

項目D

項目E

データ管理の現状整理

一元管理できる
データがあるか

データ管理状況の把握

重要なデータがフォルダや
紙の中に埋もれていないか

データ管理方針

継続的なデータ取得方法の策定
暗黙知の形式知化ルールの策定

データ収集方針

自社のデータ管理の現状

データの種類 管理項目 データ保管先

暗黙知データ

データガバナンス

データガバナンスは、データを収集・管理・分析・活用す
るサイクルを回すうえで軸となるものです。昨今のデジ
タルトランスフォーメーション（DX）の加速に伴い、人事
部門以外でもHRデータを取り扱うケースが増えています。

そのため、組織横断的にデータ活用を進めるうえでは、
ガバナンスを定義し浸透させることが重要です。KPMG

は、データの現状把握から活用目的・ルールの設定に至
るまで、網羅的なデータガバナンス構築を支援します。

データ収集・管理
多角的なデータ分析・活用にあたっては、利用可能な
データを多く収集し、一元的に管理することが重要です。
しかし、HR領域では紙で管理された情報や暗黙知など、
依然としてデータが構造化されていない状況が見受けら

れます。KPMGは、企業のデータ管理状況を加味したう
えで、活用目的に即したデータ収集および管理方針の策
定を支援します。
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最適配置検討の支援例

• 経歴
• 年齢
• 資格

• キャリア志向
• 評価結果
• 評価コメント

異動案決定

• 人柄
• 個別事情
• 相性

分析方法の提案

分析結果に基づく配置の検討

異動後の状況分析

データ収集

定型データ、テキスト
データ、形式知などを
データ収集方針に沿って
収集

データ分析

収集されたデータを分析

効果把握

施策の実施後、施策効果
を把握

施策立案

分析結果から得られた示
唆を元に意思決定、施策
を立案

データ活用のサイクル

■育成施策の設計ステップ

育成手段／実施方法の決定

外部／内部？
誰が

どのように？

OFF-JT OJT

育成計画策定

ロードマップゴール設定

育成目的 対象者選定

デジタル人材のリテラシー定義

リテラシー
定義

自社の
ビジョン 経営戦略

データ分析・活用

人事戦略や異動案策定などの意思決定時において、データ
分析結果が利用される場面は多いものの、その場限りの
活用に留まっているケースは少なくありません。より高
度な次の施策につなげるためには、意思決定結果につい

てのさらなる分析が求められます。KPMGは、企業が
データの収集・分析から施策立案、その効果の把握まで
のサイクルを確立することで、継続的かつ高度な施策を
実行できるよう支援します。

デジタル人材育成
データの収集、分析、活用を効率的に推進するためには、
自社のHRデータを効率的に扱える人材の育成が不可欠
です。KPMGは、デジタル人材のリテラシー定義から育

成のゴール設定、育成手段、トレーニング体系、効果測
定、育成施策の全領域を包括的に支援します。
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ここに記載されている情報はあくまで一般的なものであり、特定の個人や組織が置かれている状況に対応するもの
ではありません。私たちは、的確な情報をタイムリーに提供するよう努めておりますが、情報を受け取られた時点
及びそれ以降においての正確さは保証の限りではありません。何らかの行動を取られる場合は、ここにある情報の
みを根拠とせず、プロフェッショナルが特定の状況を綿密に調査した上で提案する適切なアドバイスをもとにご判
断ください。

Kc-HEROはKPMGコンサルティング株式会社の日本における登録商標です。
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本リーフレットで紹介するサービスは、公認会計士法、独立性規則及び利益相反等の観点から、提供できる企業や提供できる
業務の範囲等に一定の制限がかかる場合があります。詳しくはKPMGコンサルティング株式会社までお問い合わせください。

KPMGコンサルティング株式会社

T: 03-3548-5111

E: kc@jp.kpmg.com

home.kpmg/jp/kc

KPMGによる支援実績

KPMGは、幅広い業界で多くの支援実績を有しています。

自社の成熟度
レベル

データ収集・
管理

データ分析

データ活用

デジタル
人材育成

データ
ガバナンス

• データが蓄積・一元
管理されているが、
目的・方針に沿って
分析および活用され
ていない

部分的な分析・活用

レベル3

• データ活用方針はあ
るが、経営戦略や人
事戦略に紐付いてい
ない

分離した方針

• データに関する実用
的な知識・スキルを
有する人材により、
部分的に業務でデー
タを活用できている

部分的な活用

• データが活用されて
いるが、フィード
バックループが機能
していない

単発的な活用

レベル4

• 経営戦略や人事戦略
に紐付いたデータ活
用方針はあるが、社
内に浸透していない

独立した方針

• データに関する専門
的な知識・スキルを
有する人材により、
高度なデータ活用が
できている

高度な活用

• フィードバックルー
プが機能し、持続的
なデータ活用および
データ資産の価値向
上が実現している

持続的な活用

レベル5

• 経営戦略や人事戦略
に紐付いたデータ活
用方針が浸透し、方
針に沿って活用され
ている

一貫した方針

• データから示唆を得
て活用し、新たな価
値を生み出している

価値の創出

• 収集したデータを一
元管理できていない

• 十分にデータが蓄積
されていない

管理が不十分

レベル2

• データが部分的に把
握されている

• 部分的にデータ活用
方針が定められてい
る

部分的な方針

• データに関する基礎
的な知識・スキルを
有する人材はいるが、
業務でデータを活用
できていない

基礎的な理解
• データに関する基礎
的な知識・スキルを
有する人材がおらず、
データを活用できて
いない

• 必要なデータ収集が
不十分で活用できて
いない

収集が不十分

レベル1

• データの全体像が把
握できていない

• データ活用方針が定
められていない

方針がない

人材の不在

成熟度レベル調査例

人事業務効率化・高度化
 Kc-HERO®を活用した人材配置業務の高度化・戦略的人材育成施策策定
 適正人材確保のための採用業務分析
 人事データの利活用によるハイパフォーマー分析

デジタル人材育成
 デジタル人材に対応する基幹人事制度設計
 デジタルリテラシー獲得に向けた研修体系設計
 デジタルリテラシートレーニングプログラムの企画・開発

デジタル人事戦略・構想策定
 人事業務のデジタル化構想策定支援
 グローバルタレントマネジメント・デジタル化構想策定

主要実績業界

IT 通信

サービス 製造

工業 エネルギー

公共不動産

金融 商社

HRデータマネジメント成熟度診断

成熟度診断では、企業のHR担当者にヒアリング調査を
行い、各領域をそれぞれ5段階の基準で評価し、HRデー
タマネジメントレベルを測定します。そして診断結果を

基に、各企業に適した方針策定、ルール設定、データ収
集・管理・分析方法等を提案します。


